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図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

橋梁一般図

芳原橋 橋梁一般図
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終点側

平面図(桁下面)
S = 1 : 1 0 0

起点側 終点側

A1橋台正面図（橋座）

S=1:100

A1橋台側面図（上流側）A1橋台側面図（下流側）

下流側 上流側

A2橋台正面図（橋座）

S=1:100

A2橋台側面図（下流側）A2橋台側面図（上流側）

上流側 下流側

P1橋脚側面図（上流側） P1橋脚正面図（A1側）

上流側 下流側

S=1:100

A2 橋 台

P1 橋 脚

A1 橋 台

S =1 :1 00
起点側 終点側

側　面　図

P1橋脚側面図（下流側）

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

※形状寸法は貸与資料及び実測値から作成したものである。
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県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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起　工 現年Ｒ８
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(1)

芳原橋 補修計画図(1)

（橋面　その1）

平面図（橋面）

S=1:60

地覆展開図（上流側）

S=1:60

地覆展開図（下流側）

S=1:60

来見野川

0.1×0.2

0.05×0.2

0.1×0.08×0.04

0.06×0.09

0.03×0.12 0.1×0.10.1×0.4

0.15×0.15

0.1×0.1 0.1×0.1

遊間防水工2
地覆目地A L=0.8m

遊間防水工1
地覆目地B L=0.7m

遊間防水工1
地覆目地A L=0.8m

遊間防水工1
地覆目地A L=0.8m

遊間防水工1
地覆目地A L=0.8m遊間防水工1

地覆目地B L=0.7m

排水管補修工1

排水管補修工2
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開　始

コンクリートのハツリ・鉄筋の露出

鉄筋のさび落し・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

プライマー塗布

断面修復材

養生

終　了

断面修復工詳細図
（鉄筋露出部）

下地処理

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

ならない処理を実施
フェザーエッジと

プライマー塗布

30mm程度

既設鉄筋防錆処理

10mm程度

10mm

起点側 終点側

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）

全 9 葉中の内 　2

令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

遊間防水工1

遊間防水工2

名　　　称記　号

凡　　例

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含む)

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含まない)

※1.劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう
　　入念に施工する。

　2.はつり箇所の端部は、10mm程度のカッター目地を入れる等してフェ
　　ザーエッジ(厚さが薄く脆弱な部分)が生じないよう処理を行うこと。

　3.ポリマーセメントモルタルの1日の塗り厚は30mm程度とし、下地の
　　モルタルが十分硬化したのを確認して、次のモルタルを塗り継ぐ。

　4.表面は極力平坦に仕上がるよう、入念に作業を行う。

0.1×0.1×0.5

0.15×0.2×0.1 0.15×0.15 0.1×0.05

0.07×0.13 0.05×0.1 0.05×0.1

0.05×0.05

断　面　図
S = 1 : 5 0 上流側下流側

8
0

開　始

不良部のはつり除去

プライマー塗布

養生

終　了

断面修復工詳細図

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

下地処理

プライマー塗布

不良部のはつり除去

(鉄筋露出なし)

断面修復材

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

起　工 現年Ｒ８



S=1:2

遊間防水工1

①既設目地材撤去、下地処理

⑤止水材 設置(30～50)
40mm

KFシールテクトベース2000SU 同等品以上

軟質発泡ウレタン

②バックアップ材 挿入

3
0
m
m

KFウレタンプライマー50N 同等品以上

④下塗り工

KFシールテクトテープ300k 同等品以上

③テープ工 設置

3
m
m

S=1:2

遊間防水工2

①コンクリートはつり、下地処理

④止水材 設置

20mm

KFシールテクトベース2000SU 同等品以上

3
0
m
m

KFウレタンプライマー50N 同等品以上

③下塗り工

KFシールテクトテープ300k 同等品以上

②テープ工 設置

3
m
m

5

4
5
m
m

7.5 7.5

※1. 目地材充填幅は、橋面にてコンベックス等により測定したものであり、
　　 施工に際しては現況の遊間幅に合わせた寸法で設置すること。

　2. 欠損部や脆弱部がある場合は復旧してから施工すること。

※1. 目地材充填幅は、橋面にてコンベックス等により測定したものであり、
　　 施工に際しては現況の遊間幅に合わせた寸法で設置すること。

　2. 地覆遊間が5mm程度であるため、適用可能な最小遊間幅20mm程度まで
　　 はつりとったのち目地を設置すること。

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(2)

芳原橋 補修計画図(2)

（橋面　その2）

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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地覆目地 A部断面：4箇所

地覆部詳細図

　　　　 B部断面：2箇所 ( )内の値

遊間防水工
ポリウレタン系止水材

延長（m）

地覆目地補修工 数量表（1箇所当り）

A部断面

B部断面

位置

0.8m

0.7m

S=1:20

取 付 金 具

2-差筋アンカー

1
5
0

100

取 付 金 具

2-差筋アンカー

名　　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り排水管補修工1 材料表

本差筋アンカー 4

m 1.71

M16×100

塩ビ管 VPφ100

個塩ビ管継手
45°エルボ
VPφ100用 2

個取付金具 2

異形管45°エルボ

VP100用

塩ビ管VPφ100

L=0.83m

異形管90°エルボ

VP100用

塩ビ管VPφ100

L=0.45m

塩ビ管VPφ100

L=0.43m

個〃
90°エルボ
VPφ100用

1

取 付 金 具

2-差筋アンカー

名　　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り排水管補修工2 材料表

本差筋アンカー 4

m 1.23

M16×100

塩ビ管 VPφ100

個塩ビ管継手
90°エルボ
VPφ100用 2

個取付金具 2

S=1:20

取 付 金 具

2-差筋アンカー

異形管90°エルボ

VP100用

塩ビ管VPφ100

L=0.71m

塩ビ管VPφ100

L=0.52m
(100)

1
5
0

1
9
1

排水管補修工1
排水管補修工2

※1. 青色で記載した部材については既設を流用すること。

　2. 施工に際しては塩ビ管寸法を確認し、現況に合わせた
　　 寸法で設置すること。

※1. 青色で記載した部材については既設を流用すること。

　2. 施工に際しては塩ビ管寸法を確認し、現況に合わせた
　　 寸法で設置すること。

排水管補修工平面図
S =1 :1 0 0

下
流

側
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流
側

起点側

来
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野
川

排水管補修工１

排水管補修工２

711

835

1
0
0

10
0

終点側

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

起　工 現年Ｒ８
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図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(3)

芳原橋 補修計画図(3)

（床版下面）

床版平面図（下面）

起点側 終点側

S=1:60

来見野川

0.08×0.08

0.05×0.05 0.1×0.1

0.12×0.1

水切り部分補修工
補修箇所B　L=1.0m

開　始

コンクリートのハツリ・鉄筋の露出

鉄筋のさび落し・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

プライマー塗布

断面修復材

養生

終　了

断面修復工詳細図
（鉄筋露出部）

下地処理

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

ならない処理を実施
フェザーエッジと

プライマー塗布

30mm程度

既設鉄筋防錆処理

10mm程度

10mm

開　始

不良部のはつり除去

プライマー塗布

養生

終　了

断面修復工詳細図

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

下地処理

プライマー塗布

不良部のはつり除去

(鉄筋露出なし)

断面修復材

水切り部分補修工
補修箇所A　L=1.5m

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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断　面　図
S = 1 : 5 0 上流側下流側

8
0

0.06×0.10

0.05×0.15

0.70×0.30×0.04

0.03×0.10

0.02×0.05
0.02×0.03

0.05×0.03

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.15

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

水切り部分補修工

名　　　称記　号

凡　　例

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含む)

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含まない)

※1.劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう
　　入念に施工する。

　2.はつり箇所の端部は、10mm程度のカッター目地を入れる等してフェ
　　ザーエッジ(厚さが薄く脆弱な部分)が生じないよう処理を行うこと。

　3.ポリマーセメントモルタルの1日の塗り厚は30mm程度とし、下地の
　　モルタルが十分硬化したのを確認して、次のモルタルを塗り継ぐ。

　4.表面は極力平坦に仕上がるよう、入念に作業を行う。

　5.鉄筋露出部はかぶり厚さが不足しているため、既設躯体表面から
　　10mm程度増厚して補修する。

水切装置設置工
S=1:3

80

コンクリートアンカー

（ステンレス製M6×45）

シリコン系シール材

L－30×3×30

（SUS304）

名　　称 規　格 単位 数　量

10.0m当り材　料　表

シール材

kgL型鋼材 13.630×3×30

孔コンクリート削孔 20

個コンクリートアンカー 20

SUS304

シリコン系

M6×45
ステンレス製

1.08L

起　工 現年Ｒ８



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(4)

芳原橋 補修計画図(4)

（主桁・横桁）

主桁・横桁展開図

S=1:60

下
流

側
上

流
側

起点側 終点側

G1

G2

G 3

G3 -2

来見野川

0.1×0.2

0.05×0.3

0.1×0.9

0.09×0.1

0.15×0.13

0.1×0.2

0.15×0.8

0.05×0.25

0.2×0.3

0.15×0.5

0.05×0.65 0.1×0.13

0.05×0.35

0.04×0.5

0.02×0.3

0.4×0.2 0.1×0.4

0.1×0.6

0.2×0.3

0.1×0.7

0.1×0.6

0.1×0.5

ひびわれ注入工

ひび割れ

注入器

剥離性シール材

ポリマーセメント系注入材
ﾘﾌﾚﾌｨﾙﾎﾞﾝﾄﾞ同等品以上

ポリマーセメント系注入材

※1.施工に当たり、ひび割れ周辺、プレート貼付面の油、汚れを
　　ワイヤブラシ、ディスクサンダー等で清掃すること。

　2.ひびわれ幅0.2mm以上2.0m m以下のひび割れに対して行うこと。

　3.注入器の間隔は25cm（4個/m）を標準とする。
　
　4.シール材の養生後、注入材のドライアウト防止のために、
　　水通しを行うこと。

開　始

コンクリートのハツリ・鉄筋の露出

鉄筋のさび落し・清掃

鉄筋表面に防錆材塗布

プライマー塗布

断面修復材

養生

終　了

断面修復工詳細図
（鉄筋露出部）

下地処理

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

ならない処理を実施
フェザーエッジと

プライマー塗布

30mm程度

既設鉄筋防錆処理

10mm程度

10mm

開　始

不良部のはつり除去

プライマー塗布

養生

終　了

断面修復工詳細図

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

下地処理

プライマー塗布

不良部のはつり除去

(鉄筋露出なし)

断面修復材

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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A1 P1

A2

右岸側

左岸側

下
面

下
面

下
面

下
面

側
面

側
面

側
面

側
面

側
面

側
面

側
面

側
面

側
面

下
面

側
面

下
面

下
面

下
面

下
面

下
面

下
面

下
面

下
面

下
面

0.1×0.1
0.1×0.1

0.1×0.1

0.07×0.17
0.05×0.2

0.1×0.15

0.05×0.05 0.1×0.1

0.1×0.2

0.15×0.2

0.03×0.1

0.15×0.35

0.05×0.05

0.03×0.3

0.05×0.06

0.1×0.1

0.1×0.1

0.1×0.1

1.0

0.3

ひびわれ（開口幅0.2～0.5mm未満）

ひびわれ（開口幅1.0mm以上）

名　　　称記　号

凡　　例

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含む)

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含まない)

※1.劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう
　　入念に施工する。

　2.はつり箇所の端部は、10mm程度のカッター目地を入れる等してフェ
　　ザーエッジ(厚さが薄く脆弱な部分)が生じないよう処理を行うこと。

　3.ポリマーセメントモルタルの1日の塗り厚は30mm程度とし、下地の
　　モルタルが十分硬化したのを確認して、次のモルタルを塗り継ぐ。

　4.表面は極力平坦に仕上がるよう、入念に作業を行う。

　5.鉄筋露出部はかぶり厚さが不足しているため、既設躯体表面から
　　10mm程度増厚して補修する。

起　工 現年Ｒ８



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(5)

芳原橋 補修計画図(5)

（橋台）

A1橋台正面図

S=1:60

A1橋台側面図（上流側）

S=1:60

A1橋台側面図（下流側）

S=1:60

下流側 上流側

A2橋台正面図

S=1:60

A2橋台側面図（下流側）

S=1:60

A2橋台側面図（上流側）

S=1:60

上流側 下流側

A2橋台平面図（橋座）

S=1:60

上流側 下流側

A1橋台平面図（橋座）

S=1:60

下流側 上流側

A1橋台下面図（橋座）

S=1:60

A2橋台下面図（橋座）

S=1:60上流側 下流側下流側 上流側

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

0.5

0.5
0.3 0.2 0.2 0.2 0.2

0.3 0.2 0.20.2 0.2

0.2

0.2 0.2

0.2 0.2

0.2

0.3×0.4×0.08

開　始

不良部のはつり除去

プライマー塗布

養生

終　了

断面修復工詳細図

断面修復材

ポリマーセメントモルタル

下地処理

プライマー塗布

不良部のはつり除去

(鉄筋露出なし)

断面修復材

ひびわれ注入工

ひび割れ

注入器

剥離性シール材

ポリマーセメント系注入材
ﾘﾌﾚﾌｨﾙﾎﾞﾝﾄﾞ同等品以上

ポリマーセメント系注入材

※1.施工に当たり、ひび割れ周辺、プレート貼付面の油、汚れを
　　ワイヤブラシ、ディスクサンダー等で清掃すること。

　2.ひびわれ幅0.2mm以上2.0m m以下のひび割れに対して行うこと。

　3.注入器の間隔は25cm（4個/m）を標準とする。

　

　4.シール材の養生後、注入材のドライアウト防止のために、
　　水通しを行うこと。

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

ひびわれ（開口幅0.5～1.0mm未満）

ひびわれ（開口幅0.2～0.5mm未満）

ひびわれ（開口幅1.0mm以上）

名　　　称記　号

凡　　例

断面修復工(鉄筋ｹﾚﾝ・防錆含まない)

遊離石灰を伴うひびわれ

※1.劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう
　　入念に施工する。

　2.はつり箇所の端部は、10mm程度のカッター目地を入れる等してフェ
　　ザーエッジ(厚さが薄く脆弱な部分)が生じないよう処理を行うこと。

　3.ポリマーセメントモルタルの1日の塗り厚は30mm程度とし、下地の
　　モルタルが十分硬化したのを確認して、次のモルタルを塗り継ぐ。

　4.表面は極力平坦に仕上がるよう、入念に作業を行う。

面積（m2）

無機系表面被覆工　数量表

A1橋台

位置

0.02m2

表面被覆工(無機系)

A=0.02m2

①下地処理

(サンダーケレン、高圧洗浄)

②下塗り

(U-レジスト同等品以上)

(U-レジスト同等品以上)

(U-レジスト同等品以上)

④上塗り

③中塗り

※1.被覆に先立ち、ｻﾝﾀﾞｰｹﾚ ﾝ及び高圧洗浄を行うこと。

表面被覆工（無機系表面被覆材）

起　工 現年Ｒ８



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(6)

芳原橋 補修計画図(6)

（橋脚）

P1橋脚正面図（A1側）

S=1:60

P1橋脚平面図（橋座）

S=1:60

上流側 下流側

A
1
橋

台
側

A
2
橋

台
側

上流側 下流側

P1橋脚正面図（A2側）

S=1:60
上流側下流側

A1橋台側 A2橋台側

P1橋脚側面図（下流側）

S=1:60

A1橋台側A2橋台側

P1橋脚側面図（上流側）

S=1:60

P1橋脚下面図（橋座）

S=1:60上流側 下流側

A
1
橋

台
側

A
2
橋

台
側

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

※1.被覆に先立ち、サンダーケレン・シンナー拭き・ブラシや
　エアーブロー・その他規定された方法により、段差修正やレ
　イタンス・塩分・油脂分などの異物や脆弱層を除去し施工に
　適した状態にする。

S=1:5

断面修復工（参考図）

既
設
橋
脚

(増厚)

5mm

5.帯筋取付固定工 D16

4.増厚工(1) (タイプⅠ)+(タイプⅡ)

3.主筋取付固定工 D22

2.下塗り工 (タイプⅠ) 1mm

1.ケレン工

6.増厚工(2) (タイプⅠ)+(タイプⅡ)

7.ラス網(用心メッシュ)取付工

8.増厚工(3) (タイプⅠ)+(タイプⅡ)

9.表面保護工

56

17mm

※1.PP工法補強部のかぶり厚さは17mm程度と薄いため
　　切削深さには十分に注意すること。

※2.はつり深さは17mm、復旧厚さは不陸を考慮し27mmを計上する。

※3.断面修復工はハンドカッター等によりフェザーエッジとならないよう
　　施工すること。

※4.設計上のはつり深さは補強構造図に基づいて算出しているため、現地
　　と差異がある場合、補修方針を考慮し適切な修復深さとすること。

※5.周方向のはつり範囲は、用心メッシュ取付時に既存部とのラップ長
　　を確保するため、外側に100mmを加えた範囲とする。
　　上下方向は突合せでの設置となるため、追加のはつり範囲は見込まない。

既
設
橋
脚

(増厚)

5mm

56

17mm

①カッター切断

②不良部はつり除去
はつり深さ 17mm

⑥断面修復材
ﾏｸﾞﾈﾗｲﾝ ﾀｲﾌﾟⅠ+ﾀｲﾌﾟⅡ

③下地処理工

⑦養生工

⑧表面保護工
CC-B塗装系

④不陸修正
ﾏｸﾞﾈﾗｲﾝ ﾀｲﾌﾟⅠ+ﾀｲﾌﾟⅡ

⑤用心メッシュ取付工　
CG6-100×100

塗 布 量増　厚

補修部断面修復手順

不陸修正 10mm

1回目 10mm

ﾏｸﾞﾈﾗｲﾝ ﾀｲﾌﾟⅠ ﾏｸﾞﾈﾗｲﾝ ﾀｲﾌﾟⅡ

0.5mm
リシン吹き

0.5mm
リシン吹き

9.5mm
左官施工

2回目

合計

7mm
0.5mm
リシン吹き

9.5mm
左官施工

6.5mm
左官施工

27mm

名　称

橋脚補修工 数量表

用心メッシュ取付工

断面修復工

数　量単位

m2

m3

3.77

0.102

表面被覆工(CC-B) m2 3.77

コンクリートはつり工 m3 0.064

下地処理工 m2 4.01

A=0.14m2
②プライマー

(コンクリート塗装用
　　　エポキシ樹脂プライマー)

③下塗り

(コンクリート塗装用
　　　エポキシ樹脂パテ)

(コンクリート塗装用
　　　柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗)

(コンクリート塗装用
　　　柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗)

⑤上塗り

④中塗り

表面被覆工（CC-B塗装系）

①素地調整

(ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ、ｼﾝﾅｰ拭き等)

①下地処理

(サンダーケレン、高圧洗浄)

②下塗り

(U-レジスト同等品以上)

(U-レジスト同等品以上)

(U-レジスト同等品以上)

④上塗り

③中塗り

※1.被覆に先立ち、ｻﾝﾀﾞｰｹﾚ ﾝ及び高圧洗浄を行うこと。

表面被覆工（無機系表面被覆材）

名　　　称記　号

凡　　例

断面修復工

表面被覆工(無機系)

表面被覆工(CC-B)

面積（m2）

無機系表面被覆工　数量表

P1橋脚

位置

0.14m2

用心メッシュ取付工

A=1.2m2
2.0×0.6

A=2.2m2
2.0×1.1

A=0.37m2
0.65×0.57

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

起　工 現年Ｒ８



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(7)

芳原橋 補修計画図(7)

（支承　その１）

平面図（桁下面）

起点側 終点側
S=1:60

G 1

G 2

G 3

下
流

側
上

流
側 支承A

支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工
沓座モルタル補修工

支承A
支承防錆塗装工

支承B
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工
沓座モルタル補修工

支承A
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工
沓座モルタル補修工

支承A
支承防錆塗装工

A1 P1

A2

支承A
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工

支承A
支承防錆塗装工

支承B
支承防錆塗装工

来見野川

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

支承防錆塗装工

塗装工程

素地調整

下処理(※2)

パテ処理(※3)

下塗り

上塗り

塗料名

3種ケレン以上の素地調整工を行い、付着

浸透性錆進行抑制型蛍光防水処理剤

防錆防水型クリア樹脂充填剤

塩分量は50mg/m2以下とする。(※1)

耐塩害性防錆防水型

蛍光クリア樹脂塗料下塗

耐塩害性防錆防水型

蛍光クリア樹脂塗料上塗

使用量
(g/m2)

標準膜厚
(μm)

塗装間隔

100

150

200

WET135
DRY80

WET165
DRY100

2時間以上
10日以内

8時間以上
10日以内

3時間以上
30日以内

塗替え塗装工フロー
支承防錆塗装系

素地調整

下処理

(パテ処理)

下塗り

上塗り

後工程

完成

・素地調整は3種ケレン以上を標準とする。

・表面塩分計等を用いて表面の塩分測定を行う。(付着塩分濃度50㎎/m2以下合格)

・浸透性錆進行抑制型蛍光防水処理剤を鋼材、コンクリート面に塗布する。

・ブラックライトを照射し塗り残し有無の確認を行う。

・必要に応じてゴム面やコンクリート部に1mm以上の亀裂がある場合は
　防錆防水型クリア樹脂充填剤を用いて段差修正を行う。

・耐塩害性防錆防水型蛍光クリア樹脂塗料下塗を鋼材、コンクリート、(ゴム)面に塗布する。

・目標膜厚はWET135μm以上又はDRY80μm以上のいずれかを確保する。
・ブラックライトを照射し塗り残し有無の確認を行う。

・耐塩害性防錆防水型蛍光クリア樹脂塗料上塗を鋼材、コンクリート、(ゴム)面に塗布する。
・目標膜厚はWET165μm以上又はDRY100μm以上のいずれかを確保する。
・ブラックライトを照射し塗り残し有無の確認を行う。

・橋座清掃
・跡片付け

(留意事項)上記の使用量はメーカーの標準使用量であり、塗料ロス分は含まれていない為、
　　　　　塗料ロス分については、本工事の積算資料等を必ず確認すること。
　　　　　防錆透明塗膜を形成させること。
　　　　　塗り残しの無いように工程管理を行うこと。

　  (※1) 鋭角な部分は2R程度以上になるよう削ること。
　　　　　汚れ、油脂分は無く乾燥した清浄な面とすること。

　  (※2) 塗膜面へは下処理工程を省略する。
　　　　　ゴム面にはゴム面用下処理剤を施し、浸透性錆進行抑制型蛍光防水処理剤は省略とする。
　　　　　下処理工程はヒーティングガン等で強制完成を行い確実に乾燥させれば次工程に移行してもよい。

　  (※3) パテ処理工程は必要に応じて行う。

　  　　　支承等のスライド部には下処理時にシリコーングリス等の充填を行うこと。

錆進行抑制防水型蛍光クリア樹脂防食塗装システム

・支承及び沓座モルタルの水洗い又は清掃及び区画養生(前処理)

・ゴム面にはゴム面用下地処理材を塗布する。

耐塩害性防錆防水型蛍光クリア樹脂塗料上塗

耐塩害性防錆防水型蛍光クリア樹脂塗料下塗

浸透性錆進行抑制型蛍光防水処理剤

素地調整：3種ケレン程度以上
(必要に応じて中性型水計剥離剤ECOを用いた塗膜除去工を併用)

名　　　称記　号

凡　　例

沓座モルタル補修工

支承防錆塗装工

1
0
0

3
5
0

1
0
0

5
5
0

主桁

1
0
　

 

チッピング工

100 450 100

650

100 450 100

650

コンクリートはつり工

主桁

5
0

6
0

5
0

6
0

1
0
　

 

主桁

無収縮モルタル工

沓座モルタル補修工
A=0.11m2

型枠工
橋台側

名　称

沓座モルタル補修工 数量表（1箇所当り）

コンクリートはつり工

チッピング工

数　量

型枠工

無収縮モルタル工

単位

m3

m2

m2

m3 0.007

0.004

0.11

0.08

沓座モルタル補修工詳細図
S=1:20

平面図 断面図

起　工 現年Ｒ８



芳原橋 補修計画図(8)

（支承　その２）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

芳原橋 補修計画図(8)

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）
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名　　　称記　号

凡　　例

沓座モルタル補修工

支承防錆塗装工

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

支承防錆塗装工 参考塗装範囲図
S=1:20

側面図

支承B支承A

平面図 側面図 平面図

1
0
0

支承防錆塗装工
A=0.066m2

3
0

100 350 100

550

1
0
0

支承防錆塗装工
A=0.059m2

3
0

100 300 100

5001
0
0

3
5
0

1
0
0

5
5
0

100 450 100

650

主桁

1
0
0

3
0
0

1
0
0

5
0
0

100 400 100

600

主桁支承防錆塗装工
A=0.11m2

支承防錆塗装工
A=0.10m2

面積（m2）

支承防錆工 参考数量表（1基当り）

支承A

支承B

位置

0.24m2

0.22m2

橋台側
橋台側

起　工 現年Ｒ８



H.W.L（工事期間の最大水位）

川幅 W= 1 5 . 4 2 m

D L= 33 0. 0 0

橋梁補修工事用　吊り足場
架設面積　A=125m2

水深余裕高

桁下余裕高

6
0
0 5

0
0

1
5
4
3

85038503

8
0
0

7
3
5
0

8
0
0

24494

24651

橋梁地覆補修工事用　吊り足場
架設面積　A=91m2

CO

CO

CO

上流側下流側
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芳原橋 仮設計画図（1）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

仮設計画図(1)

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

平　面　図
S=1:100

河川断面図
S=1:100

標準断面図
S=1:50
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地覆補修工用足場
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流
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4 4°

終点側

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）

（参考図）

全 　4 葉中の内 　1

令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

起　工 現年Ｒ８



竪壁断面修復工
3
6
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S = 1 : 2 0 0平　面　図
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沈砂池(大型土のう)

大型土のう
N=5個

P

終点側
（左岸）

起点側
（右岸）

・施工機械はバックホウ(0.28m3)、不整地運搬車(2t積み)を想定。
・右岸堆積土掘削中に並行して、、A2橋台竪壁の断面修復工を施工。
・不整地運搬車運搬距離　16.14+24=40.14m
・大型土のう　5+19=24個
・仮設管継手　5個×3=15個
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竪壁断面修復工

右岸側堆積土掘削
A=3.3m23

2
5
0

高密度ポリエチレン管φ1000
内面平滑・ダブル

（右岸側掘削時）

断　面　図

河床幅 W =1 5. 4 2 1ｍ
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DL=330.00

S = 1 : 1 0 0
起点側 終点側

（左岸）（右岸）

橋台部 W =1 5. 4 2 1ｍ

芳原橋 仮設計画図（2-1）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

仮設計画図(2-1)

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）

全 　4 葉中の内 　2

令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

（参考図）起　工 現年Ｒ８



（Ｐ１橋脚施工時）

枠組足場

断　面　図

河床幅 W =1 5. 4 2 1ｍ
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DL=330.00

S = 1 : 1 0 0
起点側 終点側

（左岸）（右岸）

橋台部 W =1 5. 4 2 1ｍ

芳原橋 仮設計画図（2-2）
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大型土のう
N=7個

進入路部分撤去（仮設管敷設時）

L=16.14m
進入路
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・施工機械はバックホウ(0.28m3)、不整地運搬車(2t積み)を想定。
・大型土のう　3+7=10個
・仮設管継手　左岸5個×3=15個　右岸5個×2+4個×2=18個
　　　　合計　33個
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図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

仮設計画図(2-2)

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること
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高密度ポリエチレン管φ1000
内面平滑・ダブル

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）

（参考図）

全 　4 葉中の内 　3
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（進入路構造図）
芳原橋 仮設計画図（2-3）

工事用道路縦断図
S =1 :1 00

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図　示 単　位 M･MM

鳥取県八頭県土整備事務所

県道若桜湯村温泉線

八頭郡若桜町来見野

仮設計画図(2-3)

※A3出力時は縮尺を1/2倍すること

県道若桜湯村温泉線（芳原橋）
橋梁補修工事（補助）

全 　4 葉中の内 　4

令和  8  年度施行 　　　　　鳥取県

（参考図）起　工 現年Ｒ８


